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地
域
の
公
民
館
等

市町村
（介護予防担当等）

奈良県
国保連合会

老人クラブ

自治会・社協等

連携

歯科医師
歯科衛生士
栄養士
運動指導員 など ・口腔診査（義歯・咬合・嚥下状況等）

・診査結果を踏まえた指導 など

・低栄養改善などの栄養指導
・脳トレ、筋トレ、誤嚥にナラん！体操

高齢者の症状に応じた指導・普及啓発を実施

専門人材派遣

参加促進

地域の実情に合わせて
専門人材・指導内容を
オーダーメード！

周知・ 協力依頼 等

①地域の歯科医師等による健診・指導

②栄養や運動機能に関する指導・啓発

①県歯科医師会に委託

②専門事業者に委託

地域巡回指導・普及啓発事業

地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業

事業内容（主なもの）

奈良県後期高齢者
医療広域連合

委託
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地域巡回指導・普及啓発事業実施実績

地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業

平成26年度 30市町村内 99回 参加者 3,744名 ７５歳以上の参加割合 51％

令和4年度 16市町村内 102回 参加者 1,655名 ７５歳以上の参加割合 63％

平成27年度 30市町村内 119回 参加者 4,192名 ７５歳以上の参加割合 58％

平成28年度 30市町村内 165回 参加者 4,757名 ７５歳以上の参加割合 51％

平成29年度 23市町村内 197回 参加者 5,168名 ７５歳以上の参加割合 54％

平成30年度 20市町村内 142回 参加者 2,894名 ７５歳以上の参加割合 56％

令和1年度 18市町村内 156回 参加者 3,311名 ７５歳以上の参加割合 56％

令和2年度 12市町村内 50回 参加者 759名 ７５歳以上の参加割合 57％

令和3年度 12市町村内 89回 参加者 1,301名 ７５歳以上の参加割合 61％

委託対象事業

平成25年度 27市町村内 97回 参加者 3,595名 ７５歳以上の参加割合 52％

平成24年度 22市町村内 59回 参加者 2,480名 ７５歳以上の参加割合 50％

平成23年度 12市町村内 26回 参加者 581名 ７５歳以上の参加割合 54％

歯科医師会委託 業者委託
TOTAL（重複あり）

(歯科検診) (口腔指導) 栄養指導 運動指導
うち、誤嚥にナラん

体操
その他（認知症予

防）

0 回 20 回 9 回 61 回 46 回 12 回 102 回

0.0% 19.6% 8.8% 59.8% 11.8% 100%
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県歯科医師会の全面協力
・高齢者用オリジナル歯科健康診査票を策定
・地元歯科医師の派遣調整（「かかりつけ」の促進）
・歯科衛生士の派遣調整（口腔指導レベルの確保）

高齢者の口腔状態全体をチェック
・自歯がない高齢者でも義歯・咬合・嚥下を診査

歯科健診データ等の活用
･健診やアンケートのデータを分析、
高齢者の口腔実態の把握に活用

指導・普及啓発活動のポイント【歯科健診・口腔指導】

地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業

歯科医師による口腔関係の講演会 歯科衛生士による健口体操指導

歯科健診

奈良あいうえお体操指導
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指導・普及啓発活動のポイント【運動指導】

市町村や地域団体とタイアップ
・介護予防事業、地域ふれあいサロンなど

実践的ポピュレーションアプローチを想定
・簡単で楽しい、ストレッチ、筋トレ、腰痛予防等の運動指導
・脳トレのためのシナプソロジー指導
・自宅や地域活動で継続して実施できる運動指導

先進的取組の試行実践
・足首関節角度の測定等による転倒予防指導
・誤嚥予防と身体機能を養う奈良県オリジナル「誤嚥にナラん！体操」

地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業

誤嚥にナラん！体操

シナプソロジー（脳トレ） 運動指導(スクワット） 足首関節角度測定
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指導・普及啓発活動のポイント【栄養指導】・【認知症予防】

高齢者の状況に応じた栄養指導

・低栄養の改善
・高血圧予防
・運動指導や口腔指導と
コラボレーション
・食生活チェックシート

地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業

多様な職種による高齢者の認知症予防指導

・歯科医師、歯科衛生士・・・口腔機能と認知症
・栄養士・・・食事による認知症予防
・介護運動指導員・・・「脳トレ」エクササイズ

複数人でする頭の体操

複数人でする脳トレの一例栄養指導（栄養改善・塩分摂取・参考レシピ）
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地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業
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運動器の不安定性に関与する姿勢と中枢制御機能に着目した転倒予防ガイドライン策定研究班
（厚生労働科学研究費補助金研究事業）
研究代表者 独立行政法人 国立長寿医療研究センター 鳥羽 研二理事長

転倒予防手帳より※「高齢者の転倒予防ガイドライン」／監修鳥羽研二 より

平均転倒率となる角度２０度が目安
＊２０度を切ると転倒率が高まる。
＊特に４度以下は転倒リスク大

地域ニーズに応じたオーダーメードの健康長寿事業


